
正 誤 表 

 
「健康・栄養系の運動生理学（栄養・スポーツ系の運動生理学 改訂第 2 版）（第 1 刷）」 
下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。 
 

頁 該当箇所 誤 正 

6 
図1-3出典 ～J Nutr Sci Vitaminol 57（1）：22-29，

2011 より許諾を得て転載] 

～J Nutr Sci Vitaminol 57（1）：22-29，2011] 

12 
図1-8出典 ～静脈経腸栄養 24（5）：1013-1019，2009 

より許諾を得て転載] 

～静脈経腸栄養 24（5）：1013-1019，2009 より引用] 

57 

図 4-12 出

典 

[町田修一：スポーツ選手の骨格筋機能．ス

ポーツ現場に生かす運動生理・生化学（樋

口 満編・著），p.52，市村出版，2011 よ

り許諾を得て転載] 

[大石康晴：骨格筋の構造．運動生理学20講（勝田 茂編集），p.1-7，朝倉書店，1993に加筆] 

[町田修一：スポーツ選手の骨格筋機能．スポーツ現場に生かす運動生理・生化学（樋口 満編・

著），p.52，市村出版，2011 より引用] 

114 
図9-1出典 ～人類学雑誌 97（1）：51-62, 1989 より許

諾を得て転載] 

～人類学雑誌 97（1）：51-62, 1989] 

128 
図 10-6 出

典 

～日本臨牀 62（増刊号 2）：225-232，2004 

より許諾を得て改変し転載] 

～日本臨牀62（増刊号2）：225-232，2004 より引用] 

157 

表 12-1 出

典 

～  Wolters Kluwer Health/Lippincott 

Williams Wilkins, 2022 より許諾を得て

転載] 

～ Wolters Kluwer Health/Lippincott Williams Wilkins, 2022 より翻訳して引用] 

160 

図 12-5 図

説 

 

～各危険因子の保有割合を示している． ～各危険因子の保有割合を示している．＊トレーニング前後の比較で p<0.05. 



162 
図 12-6 出

典 

～高血圧治療ガイドライン 2019，p.64，

ライフサイエンス出版～ 

～高血圧治療ガイドライン 2019，p.64，図 4-1，ライフサイエンス出版～ 

168 

表 13-2，な

ら び に 出

典 

略 別紙参照 

170 

図 13-3 略，右図へ差し替え 

 

177 
図 13-6 出

典 

～BMJ Open 7（10）：e014706, 2017 よ

り許諾を得て改変し転載] 

～BMJ Open 7（10）：e014706, 2017 より抜粋] 

190 
◆ 肥 満 度

分類 出典 

～肥満症診療ガイドライン 2022，p.2，

2022 より～ 

～肥満症診療ガイドライン 2022，p.2，表 1-3，ライフサイエンス出版，2022 より～ 

190 

◆ 運 動 療

法 の プ ロ

グ ラ ム の

原則 出典 

～肥満症診療ガイドライン 2022，p.62，

2022 より～ 

～肥満症診療ガイドライン 2022，p.62，表 5-4，ライフサイエンス出版，2022 より～ 



191 

◆ 成 人 に

お け る 血

圧 値 の 分

類 出典 

[日本高血圧学会高血圧治療ガイドライン

作成委員会：高血圧治療ガイドライン

2019，p.18，2019 より～ 

[日本高血圧学会高血圧治療ガイドライン作成委員会（編）：高血圧治療ガイドライン 2019，p.18，

ライフサイエンス出版，2019 より～ 

191 

◆ 高 血 圧

予防・改善

の た め の

生 活 習 慣

の 修 正 項

目 出典 

[日本高血圧学会高血圧治療ガイドライン

作成委員会：高血圧治療ガイドライン

2019，p.64，2019 より～ 

[日本高血圧学会高血圧治療ガイドライン作成委員会（編）：高血圧治療ガイドライン 2019，p.64，

表 4-1，ライフサイエンス出版，2019 より～ 

 
2024 年 5 月 7 日 
株式会社南江堂 

  



（表 13-2 別紙）

 


